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＊今後さらに整備箇所を追加していきます



地区名 主要施設 主要利用船舶

外港竹内南
-10mﾊﾞｰｽ 300m
旅客上屋 3,358㎡

クルーズ船、国際定期
貨客船、RORO船

地区名 主要施設 主要取扱貨物

外港中野 -12mﾊﾞｰｽ 240m 原木

地区名 主要施設 主要取扱貨物

江島
-9mﾊﾞｰｽ 165m
-7.5mﾊﾞｰｽ 130m

原木・石材

地区名 主要施設 主要取扱貨物

外港昭和南
-14mﾊﾞｰｽ 280m
-13mﾊﾞｰｽ 270m

コンテナ貨物
木材チップ

地区名 主要施設 主要取扱貨物

外港昭和北
-9mﾊﾞｰｽ 370m
-7.5mﾊﾞｰｽ 260m

セメント・重油

＊対象となる新たな施設や民間企業等については
計画の見直しの際に追加する

（１）温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全および強化に関する取組

荷役機械

管理棟・照明施設

ほか港湾施設

停泊中の船舶・船

舶の航行

車両

工場

倉庫・物流施設・

事務所等

全事業所

公共施設等

護岸・

緑地等

その他

（２）港湾・臨海部の脱炭素化

バイオマス発電PJ

凡例：

港湾脱炭素化推進計画

KPI 1：CO₂排出量

KPI 2：低･脱炭素型荷役機械

導入率

ターミナ

ル内

ターミナ

ル内

出入車

両･船舶

ターミナ

ル外

倉庫冷凍機の更新（低電力化）

2025年度：7.3万トン/年
（2013年度比23％減）

計画の推進及び見直し

短期（～2025年度） 中期（～2030年度） 長期（～2050年）

2024年度：策定

色付き：港湾脱炭素化促進事業 白抜き：将来構想

バイオマス発電所の建設

ʷ

2030年度：5.2万トン/年
（2013年度比46％減）

2030年度：13％

2050年：実質0トン/年

2050年：100％

港湾施設のLED化

陸上電源供給設備の導入

倉庫冷凍機の更新（低電力化）

照明施設のLED化

再生可能エネルギーの活用（廃熱蒸気発電）

モーダルシフトの推進

低燃費・脱炭素型荷役機械への更新

照明施設のLED化

低燃費荷役機械への更新（電動化）

化石燃料の代替用としての

バイオ燃料の利用（重機等）

軽油とRD（バイオ燃料）の

ブレンド施設の導入

公共施設等の再生可能エネルギーの活用

低・脱炭素型大型荷役機械の共同利用化

港湾荷役機械のFC化・電動化・省エネ化

低・脱炭素型上屋への更新

化石燃料の代替用としての

バイオ燃料の利用（荷役機械）

バイオ燃料ヤードの確保

FCトラック、水素エンジントラック、

EVトラック等の導入

陸上電力供給設備の導入

低燃費車両への更新

工場内設備等の省エネ化

自家発電におけるクリーン燃料活用の検討

ブルーカーボン生態系の活用

陸上電源供給設備の導入

次世代エネルギーの利用

次世代エネルギーヤードの整備

次世代エネルギー荷役機械の導入

低・脱炭素化型の船舶の導入

船舶へのゼロエミッション技術

（水素・アンモニア・メタノール燃料船、

ハイブリッド船等）の導入

モーダルシフトの推進

次世代エネルギー車両の導入

水素ステーションの検討・導入

次世代エネルギーの利用（重機等）

RD（バイオ燃料）の生産施設の導入

港湾周りの空地の芝生化、

早生樹の植林・活用

早生樹の試験飼育

港湾工事の低・脱炭素化

新規コンテナ岸壁整備（水深-12m、延⾧230m）

卒FITバイオマス発電電力の有効活用


